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＜取組課題＞
交流の接点づくりとブランド化による新陳

代謝のある農業コミュニティの実現

環境

経済 社会

農業、観光及び環境といった地域資源の⾒える化、知の共有及び相乗効果の創出による課題解決を活動テーマとする「かめ
おか霧の芸術祭」をハブに、⾏政とアーティストらが協働して分野横断的に⼈々をつなぎ、循環的な経済圏や新陳代謝のあるコ
ミュニティを形成し、課題＝テーマが多くある地域こその地⽅創⽣を実現する。

＜取組課題＞
市⺠⼀⼈ひとりに伝わるプラごみ

ゼロ施策の実⾏と発信

「かめおか霧の芸術祭」 x X（かけるエックス）〜持続可能性を⽣み出すイノベーションハブ〜

＜取組課題＞
地場産品や体験を市内外の客に販売

する「マーケット／導線」の育成

地産地消・地域
内消費の向上

雇⽤創出・起業促進

観光

普及啓発

農業

教育

 「プラごみゼロ」具体化事業とアートとの接続
 ⻲岡発の「プラごみゼロ環境ブランド」認定制度とサイン表⽰
 環境施策の価値を可視化するシンポジウムの開催

 やおやおや（農業の魅⼒発掘と
農家と消費者の交流の接点づく
り）プロジェクト

 ⼩屋から⾒える新たな⾵景と
ダーチャプロジェクト

 ⻲岡産野菜の⾼付加価値化
 知の共有（KIRI WISDOM、

KIRI2芸術⼤学等）

 アートマーケット（KIRIマルシェ
等）の開催及び「まちなか」プロ
ジェクト

 KAMEOKA FLY BAG 
Projectの事業化

 「Harvest Journey 
Kameoka」プロジェクトとの連
携による交流⼈⼝の拡⼤

芸術祭のイノベーションハブとなる「開かれたアトリエ」
整備とプラットフォーム機能強化

三側⾯をつなぐ統合的取組

■芸術祭を軸とした循環的な経済圏（エコシステム）を創り出す。
■マルシェ・農業・⾷・観光・環境などが有機的に結びつく。

KAMEOKA FLY BAG 
Project(2019)の様⼦

移動式キッチン付き
屋台「やおやおや」

⻲岡発のプラごみゼロ
環境ブランドマーク


